
平成 29 年 6月 25 日（日） 
午後１時～５時（開場 12時 30 分） 
午後 1時～３時     映画「阿賀に生きる」上映会 

午後３時１５分～５時  新潟水俣病と映画解説

新潟市民プラザ 
（新潟市中央区西堀通 6番町 866 NEXT21 6 階） 

100 名（要申し込み） 
※新潟市に在住・在勤・在学の方 

※手話通訳、要約筆記があります（映画は字幕のみ） 

1,000 円 
※後日、納付書をお送りします

大熊 孝さん  
（新潟大学名誉教授・新潟市潟環境研究所所長）

小林 茂さん
（「阿賀に生きる」カメラマン）

旗野 秀人さん 
（新潟水俣病安田患者の会事務局長）

第２３期にいがた市民大学では「新潟の川・

潟とくらし―水との共生のあゆみ―」講座を開

講します。連続１０回講座のうち、第２回目を

公開講座として実施します。 

映画「阿賀に生きる」（佐藤真監督・1992 年
製作）を鑑賞し、近代が生み出した矛盾・水俣

病について考え、近代的科学思想の反省のうえ

に、21世紀の哲学を探ります。 

《申込先》 新潟市役所コールセンター  

電話 ０２５－２４３－４８９４
FAX ０２５－２４４－４８９４ 

受付期間：平成 29年 5月 26日（金）～6月 14日（水）

主催 新潟市教育委員会（生涯学習センター） 



講師プロフィール

申込先 

新潟市役所コールセンターへ電話０２５－２４３－４８９４ FAX０２５－２４４－４８９４ 

受付期間：平成２９年５月２６日（金）～６月１４日（水）受付時間：午前８時～午後９時（年中無休）
※申し込み多数の場合は、抽選とさせていただきます。

※お申し込みの際にご記入いただいた個人情報については、ご連絡のためのみに使用させていただきます。

申込方法 

 参加希望者全員の①氏名、②フリガナ、③郵便番号、④住所、⑤連絡先電話番号について、上記申込先へお申し込

みください。後日、通知と併せて納付書を送りいたします。お近くの金融機関でお支払いをお願いいたします。

大熊 孝 さん （新潟大学名誉教授・新潟市潟環境研究所所長）

1942年 8月台北市生れ。東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、新潟大学工学部助手に着任、講師、助教授、教授
を経る。 1987年より「新潟の水辺を考える会」代表を務め、2015年 7月より顧問。「阿賀に生きる製作委員会」代表を務
める。現在、新潟大学名誉教授・新潟市潟環境研究所所長。

小林 茂 さん （「阿賀に生きる」カメラマン）

1979年ドキュメンタリー映画の柳澤寿男監督の助監督を務める。1989年ドキュメンタリー映画「阿賀に生きる」撮影担当。
撮影作品：『阿賀に生きる』『阿賀の記憶』（佐藤真監督）『地域をつむぐ』『農民とともに』(時枝俊枝監督) 『闇を掘る』（藤
本幸久監督）監督作品：『こどものそら』『ちょっと青空』『チョコラ！』『わたしの季節』『風の波紋』

旗野 秀人 さん （新潟水俣病安田患者の会事務局長）

1950年新潟県阿賀野市（旧安田町）生れ。1971年川本輝夫氏（水俣病患者運動リーダー）と出会い水俣病事件にかかわる。
1984年佐藤真監督と出会い、1992年映画「阿賀に生きる」完成。現在、新潟水俣病安田患者の会事務局長を務める。

前期プログラム（全 10回）
実施日 テーマ 講師

６／１３ 越後平野の成り立ちについて
新潟国際情報大学

国際学部 教授

澤口 晋一

６／２５

近代文明の矛盾・水俣病を

映画「阿賀に生きる」を

鑑賞しながら考える

小林 茂

旗野 秀人

大熊 孝

７／４ 越後平野の舟運網と新潟湊
新潟市歴史博物館

副館長

伊東 祐之

７／１１
日本人の伝統的自然観と

川・潟との共生

新潟大学名誉教授

大熊 孝

７／１８
明治時代の国家・社会の

災害対応と「横田切れ」

新潟大学人文学部

准教授

中村 元

７／２５

近世・近代の越後平野の開発と

その功罪―湿地の穀倉化と

新潟の都市計画―

新潟大学名誉教授

大熊 孝

８／１
面白い！「なつかしい未来

潟遊び」の復活・創造物語

NPO新潟水辺の会
代表世話人

相楽 治

８／８

かろうじて残された潟群の

保全と「ラムサール条約

都市・新潟」への展望

新潟大学名誉教授

大熊 孝

８／２２
信濃川・千曲川に鮭の道を

復活させる

新潟大学名誉教授

大熊 孝

８／２９
新潟水害（2004・2011）の
教訓と今後の治水のあり方

新潟大学名誉教授

大熊 孝

主催 新潟市教育委員会（生涯学習センター）
〒９５１－８０５５ 新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地 クロスパルにいがた 

TEL:０２５－２２４－２０８８  FAX:０２５－２２３－４５７２  E-mail:crosspal@city.niigata.lg.jp 

会場案内図 

■バスをご利用の場合 

 JR新潟駅万代口（北口）駅前バスターミナルより、 

 萬代橋ライン、浜浦町線、信濃町線、鳥屋野線、有明線、 

西小針線で「古町」バス停下車、徒歩１分。 

■高速バスをご利用の場合 「古町」バス停下車、徒歩1分 

会場には、専用駐車場はございません。 

※市民プラザ提携有料駐車場：新潟市民プラザを１時間以上のご利

用で30分割引（東堀駐車場パーク600・ホワイトプラザ西堀駐車

場・アルモ西堀・アルモ東堀） 

 講座終了後に、市民プラザで駐車券を提示してください。 

 「市民プラザ利用証明書」をお渡しします。 

最寄りの 

交通機関

Facebook 始めました！ 


